
環
境
省
か
ら
も
追
い
風

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
／
風
力

　
東
日
本
大
震
災
を
受
け
て
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
対
す
る
期
待
が
高
ま
っ
て

い
る
。
こ
う
し
た
中
、
風
力
発
電
は
他
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
比
べ
て
発
電
コ

ス
ト
が
低
く
、
事
業
採
算
性
が
高
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。
国
内
で
の
累
積
導
入
量
は

国
の
目
標
に
届
い
て
い
な
い
も
の
の
、
増
加
傾
向
に
あ
る
。
今
後
の
需
要
に
対
応
す

る
た
め
、
洋
上
風
力
発
電
の
研
究
な
ど
が
始
ま
っ
て
い
る
。
環
境
省
は
風
力
発
電
施

設
の
設
置
を
環
境
影
響
評
価
法
の
対
象
と
し
て
追
加
す
る
た
め
の
政
令
の
改
正
手
続

き
を
行
っ
て
い
る
。

ド
イ
ツ
の
洋
上
ウ
イ
ン
ド
フ
ァ
ー
ム

Ａ
Ｂ
Ｂ
提
供

６月 日に東京都内で開かれた第９回「風力発電施設
に係る環境影響評価の基本的考え方に関する検討会」

洋上発電高まる期待

環境影響評価法政令を今秋改正

（ ） 　　 （第２部） ２０１１年 平成２３年 ７月２９日 金曜日 　　

目
標
に
は
届
か
ず

　
日
本
風
力
発
電
協
会

Ｊ

Ｗ
Ｐ
Ａ

に
よ
る
と
、
日
本

の
風
力
発
電
導
入
実
績
は
、

２
０
１
０
年
度
単
年
度
増
加

分
が
１
２
６
台
で

万
６
０

０
０

、
同
年
度
の
累
積

が
１
８
０
７
台
で
２
４
４
万

２
０
０
０

と
な
っ
た
。

年
度
は
改
正
建
築
基
準
法

の
影
響
な
ど
に
よ
っ
て
単
年

度
導
入
量
が

年
度
の
２
分

の
１
以
下
に
低
下
し
た
が
、

こ
れ
ら
の
影
響
は
徐
々
に
回

復
傾
向
に
あ
る
。
し
か
し
、

固
定
価
格
買
い
取
り
制
度

フ
ィ
ー
ド
イ
ン
タ
リ
フ
、

Ｆ
Ｉ
Ｔ

へ
の
移
行
を
考
慮

し
た
ウ
イ
ン
ド
フ
ァ
ー
ム

複
数
の
風
車
を
建
設
し
大

規
模
に
風
力
発
電
を
行
う
施

設

新
規
分
へ
の
助
成
制
度

中
止
な
ど
に
伴
い
、
国
の
目

標
で
あ
る

年
度
累
積
３
０

０
万

の
達
成
は
、
実
現

し
な
か
っ
た
。

　
世
界
風
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
会

議

Ｇ
Ｗ
Ｅ
Ｃ

の
報
告
に

よ
る
と
、
世
界
の
風
力
発
電

導
入
実
績
は

年
の
累
積
が

前
年
比

・
５
％
増
の
１
億

９
４
３
９
万

だ
っ
た
。

年
以
降
は
同

％
前
後
の

増
加
率
で
推
移
し
て
い
る
。

国
別
で
は
１
位
の
中
国
、
２

位
の
米
国
の
導
入
実
績
が
急

増
。

年
時
点
で

位
の
日

本
よ
り
も
下
位
だ
っ
た
フ
ラ

ン
ス
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
カ
ナ

ダ
も
増
え
て
い
る
。
日
本
は

位
で
、
世
界
の
１
・
２
％

を
占
め
、
中
国
の
約

分
の

１
と
な
っ
て
い
る
。

　
風
力
発
電
は
外
国
に
よ
っ

て
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
中
で
ト
ッ
プ
の
地
位
を
占

め
、
将
来
見
通
し
で
も
、
同

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
主
翼
を
担
う

存
在
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

日
本
の
特
殊
事
情

　
日
本
で
は
台
風
や
冬
季
雷

な
ど
の
日
本
固
有
の
気
象
条

件
や
、
山
岳
部
な
ど
の
複
雑

な
地
形
が
、
風
力
発
電
の
導

入
を
妨
げ
て
い
る
一
面
が
あ

る
。
こ
う
し
た
条
件
に
対
応

し
た
風
車
の
開
発
、
導
入
が

必
要
と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
平
野
部
で
の
適
地

が
減
少
傾
向
に
あ
り
、
山
岳

部
で
は
ア
ク
セ
ス
道
路
整
備

な
ど
の
コ
ス
ト
負
担
が
増
え

て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
の

風
力
発
電
導
入
に
は
長
い
海

岸
線
の
特
徴
を
生
か
し
た
洋

上
風
力
発
電
の
導
入
が
不
可

欠
と
な
っ
て
い
る
。
一
般
的

に
洋
上
で
は
風
況
が
良
く
、

風
の
乱
れ
が
小
さ
い
た
め
陸

上
よ
り
風
力
発
電
機
の
稼
働

率
が
ア
ッ
プ
し
、
騒
音
・
景

観
へ
の
影
響
が
小
さ
い
、
大

型
風
車
の
設
置
運
搬
が
容
易

な
ど
、
高
い
事
業
性
が
見
込

ま
れ
て
い
る
。
す
で
に
デ
ン

マ
ー
ク
、
英
国
、
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
、
ド
イ
ツ
で
は
洋
上
風

力
発
電
の
積
極
的
な
導
入
が

進
ん
で
い
る

　
し
か
し
、
洋
上
風
力
発
電

は
風
車
設
置
や
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
に
コ
ス
ト
が
か
さ
む
。
気

象
・
海
象
条
件
が
異
な
る
こ

と
か
ら
欧
州
で
の
事
例
を
そ

の
ま
ま
適
用
す
る
に
は
リ
ス

ク
が
あ
る
。
日
本
で
は
遠
浅

な
海
岸
線
が
少
な
く
、
急

き
ゅ
う

峻
な
海
底
地
形
で
あ
る
こ

し
ゅ
ん

と
か
ら
着
床
式
の
み
な
ら
ず

浮
体
式
の
風
力
発
電
の
導
入

も
検
討
課
題
と
な
る
。

　
今
年
１
月
現
在
、
着
床
式

が
導
入
さ
れ
て
い
る
の
は
護

岸
ま
た
は
防
波
堤
近
く
の
３

件
だ
け
。

　
浮
体
式
に
つ
い
て
は
環
境

省
が
長
崎
県
で
実
証
事
業
を

行
っ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
中
、
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発

機
構

Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ

は
、

年
度
か
ら
国
内
初
の
沖
合
で

の
洋
上
風
力
発
電
の
実
現
に

向
け
て
洋
上
風
況
観
測
シ
ス

テ
ム
、

年
度
か
ら
洋
上
風

力
発
電
に
関
し
て
実
証
研
究

を
千
葉
県
で
行
っ
て
い
る
。

法
対
象
に
追
加

　
環
境
相
の
諮
問
機
関
で
あ

る
中
央
環
境
審
議
会
は
、

年
２
月
に
騒
音
、
バ
ー
ド
ス

ト
ラ
イ
ク
の
被
害
が
報
告
さ

れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら

「
風
力
発
電
施
設
の
設
置
を

法
の
対
象
事
業
と
し
て
追
加

す
る
こ
と
を
検
討
す
べ
き
」

と
答
申
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
て
環
境
省
は

年

月
か
ら
「
風
力
発
電

施
設
に
係
る
環
境
影
響
評
価

の
基
本
的
考
え
方
に
関
す
る

検
討
会
」
で
検
討
を
始
め
、

年
６
月
に
報
告
書
を
取
り

ま
と
め
た
。
環
境
影
響
評
価

法
の
対
象
と
す
べ
き
風
力
発

電
事
業
の
規
模
や
、
環
境
影

響
評
価
の
項
目
、
調
査
・
予

測
・
評
価
方
法
の
基
本
的
考

え
方
な
ど
で
構
成
。
報
告
書

で
は
例
え
ば
風
力
発
電
事
業

に
お
け
る
適
切
な
規
模
要
件

は
「
総
出
力
を
指
標
と
す
る

こ
と
が
適
当
で
あ
る
」
と
し

て
い
る
。

　
同
省
は
こ
の
報
告
書
を
踏

ま
え
て
、
環
境
影
響
評
価
法

の
政
令
の
改
正
の
公
布
を
今

秋
に
行
う
。


